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１．皿屋敷伝承の梗概

　馬場文耕(1718～1759)『皿屋敷弁疑録』（1758）のヒロインお菊は、鶴屋南北（1755～1829）『東海道四谷怪談』（1825）のお岩、三遊亭円朝
（1839～1900）『真景累(かさね)ケ淵』（1888）の累(かさね)、同じく円朝『怪談牡丹燈籠』（1861）のお露と並んで、日本型幽霊の代表例とみなされて
いる。『皿屋敷弁疑録』の元となった伝承の梗概は、だいたい以下のとおりである。

ある武家屋敷に、若い女が女中奉公に雇われた。女の名前は、一般的に「お菊」とされている[i]。美人だったので、屋敷の主人に気に入られ可愛がられたが、お菊は主人の
誘惑を退け続ける。横恋慕を拒否された主人と、お菊に嫉妬した主人の正妻とが、結託してお菊を憎み、ある時、家宝の十枚揃いの貴重な皿の一枚を割った罪をお菊に被せ、
激しい折檻をしたあげく、切り殺して屋敷の庭にあった井戸の中へ放り込んだ。その夜から、毎晩お菊の幽霊が井戸から現れ、「一枚、二枚……」と皿を数えては「九枚」
と叫んで消えるという怪異現象が起こった。これに悩まされた主人と妻は発狂し、その家は断絶。屋敷跡は荒れ放題となった。

この伝承のメインは、なんといっても、主人の無体によって惨殺された女中の怨霊が毎夜井戸から現れ皿を数えるシーンである。江戸時代には浮世絵にもたびたび描かれ、日
本型幽霊のパターン[ii]を顕著に示す典型となった。

月岡芳年（1839～1892）「新形三十六怪撰（皿やしき於菊乃霊）」（1889～1892）

２．皿屋敷の伝播図

土地と結びついた皿屋敷としては、東京の「番町皿屋敷」と兵庫の「播州皿屋敷」が有名であるが、この伝承は実は日本全国各地に数多くみられる[iii]。

全国各地に伝承が伝播している理由として、「皿屋敷」とは「更屋敷」という言葉が転化したものと考える説が挙げられる。すなわち、もともと湿気が多く土壌もゆるい不毛
の土地にいくら屋敷を建てても長続きしないという事実があり、そこからその土地は不吉な場所、呪われた場所であるというイメージが発展し怪談化したという解釈である。

この解釈は、湿気の多い風土である日本列島各地に化物屋敷伝承が存在する説明とはなるが、なぜに「皿数えする女」というイメージ[iv]が伝播したのかの説明にはもの足
りない。そこで、論点を〈女〉と〈家〉に絞って考察していきたい。

３．皿屋敷伝承の分析――<女>と<家>
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まず、事件が起こったとされる舞台は、ほとんどが武家屋敷であることに注目したい。皿屋敷伝承が発生した17世紀当時、武家屋敷には田舎の村から出てきて奉公する女中
の存在があった。彼女達は、行儀見習いという体裁を取りつつ、主人の雑用や家の切り盛りに使役される労働力であった。皿屋敷伝承の背景には、こうした主人と女中、すな
わち階級格差およびジェンダー格差のルサンチマンがあると推測される。

また、井戸とは、近代都市の産物である[v]。人口が密集する都会で自然の川が汚染され、そこから生活用水が汲み取れなくなったため、人々は家の敷地あるいは共有地に井
戸を掘り地下水を汲み上げて飲料に用いた。皿屋敷伝承の多くが武家屋敷を舞台にしているのは、武家屋敷が都市に位置し、都市を象徴するものであることと無縁ではない。

その一方、8世紀以前の古代社会において、井戸が神の通り道として認識され、祭祀の場として機能していた歴史を鑑みると、いわゆる人柱伝承の一変形として皿屋敷伝承を
みることもできる。人柱とは、主に橋や家などの建築物を建てる際、その倒壊を防ぐため、土台部分に人間を生き埋めにする呪術である。古今東西に見られる呪術で、イギリ
スの民謡『マザー・グース』に収録された「ロンドン橋」も人柱を唄ったものと解釈されている。つまり、その武家屋敷の繁栄を守るために、家宝の皿と一緒に女中が敷地内
の一角に供犠として捧げられた。しかし、〈家〉の「守り神」となるはずだった女中の霊魂が、「祟り神（怨霊）」と変じてしまった、というわけである。古代社会において、
井戸を祭祀の場として機能させる場合、掘った穴の中に土器を神器として投げ入れることもあったとされる。皿屋敷伝承で、女中が惨殺される理由が「家宝の皿」であると語
られるのには、こうした井戸と祭祀の遠い記憶が響いているのかもしれない。

いずれにせよ、ここには階級格差およびジェンダー格差によって虐げられ続けてきた側からの反抗心が、都市伝説という怪談の形を取って表明されているとみることができる
と同時に、ジラールの述べる「供犠」の概念が、「家の神に捧げられる供物としての女」という日本民俗の中の人柱伝承と呼応している可能性がみとめられる。ジラールの述
べる「性と暴力の緊密な関連は、あらゆる宗教の共通した遺産」（『暴力と聖なるもの』法政大学出版、1982、56頁）という定義についての、ローカル・パターンが顕
著に表れているのだ。

伊藤晴雨（1882～1961）『日本刑罰風俗図史』（1951）（国書刊行会、2010）

 

４．皿屋敷伝承と化物屋敷

「一枚、二枚～」と皿を数える声が屋敷の敷地から聞こえるという皿屋敷伝承は、ポルターガイストの一変形として考えることもできる。一般に、ポルターガイストという現
象が起こる家には、必ず若い女の存在があるとされる。若い女性が潜在的に有している霊力が、その土地に宿る地霊を呼び覚ますという解釈だ。「お菊」という名前は「キク」
に通じ、すなわち「神の声を聴く」という意味とされ、近代以前の日本では忌まれていた名前でもあった。そもそも地霊の通り道である井戸に投げ込まれた霊力の強い若い女
性が、自らが霊媒となって屋敷を揺るがす物音をたてるわけで、皿屋敷伝承を一種のポルターガイストと解釈してもおかしくはない。

ところで、このポルターガイストの一例として、東京には「池袋の女」という俗信が、1960年代頃まで信じられてきた。家の中で様々な怪異現象が起こるので調べてみる
と、必ずその家の中に池袋出身の女性がいたというものだ。試しにその女を家から出してみると、怪異現象はぴたりと鎮まったという話である。池袋は、その地名からも連想
できるとおり、湿気と無縁ではない土地柄だ。また、池袋は今でこそ大繁華街だが、1960年代当時までは辺境に位置する街として認知されていた。そうした田舎の土地か
ら東京という大都会にやってきた若い女性が、生き辛さを感じながら日々を過ごすうちに、無意識に地霊と感応してポルターガイストを起こす。「池袋の女」は、皿屋敷のお
菊の現代版といえよう。

現在、日本各地の遊園地やアミューズメント施設において、お化け屋敷の見世物は大人気である。皿屋敷の見世物は、井戸から出てくる幽霊という「ヴィジュアル」と皿数え
という「音響」を伴うことから、もっともわかりやすい恐怖の展示として現代でも頻繁に活用されている。暴力的な形で〈家〉に捧げられた供犠としての〈女〉が、守り神に
ならず怨霊になるというルサンチマンの物語は、未だに共感を持って人々に受容されているのである。

[i] 全国の例では、お菊以外に、亀、おまさ、花など多岐にわたるが、江戸の番町に舞台をとった馬場文耕『皿屋敷弁疑録』（1758年）のお菊が評判となったため、以降
はこの名前がもっとも知られるようになった。
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[ii] 足の無い若い美人の姿が井戸すなわち水の中から鬼火とともに出現するという一定の構図。現代のサブカルチャーでも、この構図は有効である。

[iii] 世界遺産である姫路城にも「お菊井戸」なるものがあるが、この井戸はそもそもは皿屋敷伝承とは関係がないものと考えられている。

[iv] 各地の皿屋敷伝承の類似型には、皿数えをしないバージョンもある。しかし本発表では、日本型幽霊の典型となった「皿数えする女」が登場する怪談として皿屋敷を扱
う。

[v] 秋田裕毅『ものと人間の文化史150　井戸』（法政大学出版局、2010年）169頁.
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